
社会科の学習『追究の面白さを実感するポイント』

★教材（資料）から「はてな？（疑問）」を考えた！

★「はてな？（疑問）」を解決するための視点や方法を

踏まえ、自分なりの考えがもてた！（予想）

★（調べたことや考えたことで）「そういうことか」

「なるほど」と感じ、社会的事象に関心がもてた！

主体的な学びにつながる「社会科の学習が好きになる授業」をめざして
≪社会的な見方や考え方を働かせる≫

そのために・・・
○教材資料を大切にしよう。
・課題解決したくなるような「なぜ」「どうして」が生まれる

資料【単位時間（１時間）】

・単元課題を解決するために、単位時間（１時間）の役割を明

確にした構造図や単元を通して扱う地図や年表等【単元】

○子どもが社会的な見方や考え方を働かせるよう
にしよう

・学習課題に対して根拠をもって予想をする。

［子どもが予想したことを追究の「視点」「方法」へつなげる］

・比較・関連・総合をして考えを深め、課題解決を図る。

○ 単位時間の流れとして【つかむ・見通す】【調べる・
考える】【深める・まとめる】それぞれの場を位置付ける。

○児童生徒が学んで感じた追究するよさを価値付けよう。
［資料をもとに考え合う姿、最後まで粘り強く追究する姿、

（社会的事象に関心・意欲をもつ姿をとらえて］

≪単位時間の流れ≫

東濃教育事務所

【つかむ・見通す】
・社会的事象に「は
てな？（疑問）」
をもつ。
・単元（前時）での
主な学習内容を想
起する。

・学習課題追究につ
なげる視点や方法
を見出すため、予
想する。

【調べる・考える】

・見学、調査等を通
して調べる。
・既習事項を活かし
ながら、資料（事
実）から考える。

【深める・まとめる】
・予想を踏まえて調べ
てきたこと（考えて
きたこと）を仲間と
交流する中で、比
較・分類・総合を図
り、共通点や相違点
等を見出す。

・学習課題に立ち返っ
て、本時の学習につ
いてまとめる。

※予想したことを
踏まえて

社会的事象に関する「はてな？（疑問）」を大切にしよう！


